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令和 7年 7月 17日 

学校関係者評価委員会 

 
学校法人吉田学園 大阪アミューズメントメディア専門学校 

令和 7 年度 第 1 回学校関係者評価委員会報告書 
 

学校法人吉田学園の学校関係者評価実施規程に基づき、大阪アミューズメントメディア専

門学校 学校関係者評価委員会を実施いたしましたので、次の通りご報告いたします。 

 

実施日時：令和 7年 7 月 17 日（木）17：30－19：00 

 

実施場所：大阪アミューズメントメディア専門学校 6 階ライブラリー 

 
評価委員：赤松 加枝子 大阪放送株式会社 コンテンツプランニング本部  

プランニング部長 
辻井 安喜   学校法人浪工学園 星翔高等学校 常務理事・校長 
益満 俊彦 株式会社共立メンテナンス 寮事業本部 関西支店 支店長 
藤井 美樹 株式会社界グラフィックス 人事課 

    山光 咲良   大阪アミューズメントメディア専門学校 声優学科卒業生 
鶴 圭太 ジャパントータルエンターテインメント株式会社 取締役 
小林 俊一 株式会社アミューズメントメディア総合学院 AMG 出版  

出版プロデューサー 

 
学校職員：森 憲司 大阪アミューズメントメディア専門学校 学校長 

下間 正巳 大阪アミューズメントメディア専門学校 副校長 
中島 正貴 大阪アミューズメントメディア専門学校 教務部長 
朝日 庸平 大阪アミューズメントメディア専門学校 事務局副部長 
飯間 陽子 大阪アミューズメントメディア専門学校 学生課課長 
岩本 真穂 大阪アミューズメントメディア専門学校 キャリアセンター課長 
 

議事進行：朝日庸平 

 



次  第：(1）令和 6 年度 自己点検・自己評価報告 

①教育活動等   ［中島教務部長］ 

②就職状況   ［岩本キャリアセンター課長］ 

③学生支援   ［飯間学生課課長］ 

④学生の受け入れ募集等  ［朝日事務局副部長］ 

 

（１）令和 6 年度 自己評価報告書をもとに、各担当者より前年度の振り返りと報告がなさ

れた。 

①教育活動等［中島教務部長］  

産学共同現場実践教育の理念に基づき、業界で即戦力として活躍できる人材の育成に務め

ている。業界の第一線で活躍する現役講師や教育課程編成委員会委員の助言を得て、カリ

キュラムの作成・見直しを実施しし、現場に即した教育を適切に運営できている。分野よ

っては教育実習ができていない学科があるため、該当項目を低評価としている。今後、新

規企業の開拓と広範囲な業界とのつながりを創出し、学生が現場へ出るチャンスの開拓を

すすめていく。 

施設に関しては、特にデジタル系の設備について、技術進化が非常に早く、一部既存の機

材やソフトでは追いつかない部分がある。そのため毎年更新を行っているが、すぐに対応

できない難しさもある。また、防災体制については、本校でも課題の一つであったが、昨

年度の震災時に津波の避難指定場所を受け、大阪市から災害備蓄品も提供されるなど、体

制の強化を進めている。大規模災害発生時の学生対応も整備されており、評価としては、

施設は十分整えていると判断している。 

留学生の受け入れについて、今年度初めて本格的に取り組んだことから、課題が見え始め

ている。6年度に 5名を受け入れ、1名は体調面の理由で進級しなかったが、基本的に入学

条件は厳しく、学生個々の能力も高いことから、大きな問題は現状発生していない。しか

し、今年は就職活動の段階に入ったこともあり、スキル面や語学力など、個別の課題が少

しずつ明確になってきている。教務・総務としても、初めての受け入れとなるため、学生

や担任へのヒアリングを行いながら必要なサポート体制を構築しているところであり、日

本語学科の教務主任とも連携し、留学生が学びやすい環境を整備していく方針である。体

制が整った段階で、委員からも意見を伺いたいと考えている。 



 

【質疑応答・評価・意見】  

■［赤松委員］ 

インターンシップにつながりにくい学科があるとのことだが、具体的にどの学科で、今後

どのような企業を開拓しようとしているのか。 

→［朝日事務局副部長］ 

アニメーション学科は活動時間が非常に長く、夜通しの作業が発生するなど、学生にとっ

て労働環境の負担が大きい。そのためインターンシップにつなげるハードルが高い状況に

ある。 

→［中島教務部長］ 

アニメ業界は東京に企業が集中しており、大阪では受け入れ先が限られている。ゲーム学

科も業界の動きが変化しており、つながりを見つけにくくなっている。一方、声優やノベ

ルス系は学内での制作環境が整っており、比較的現場につなげやすい傾向がある。 

→［森学校長］ 

エンタテインメント業界では就職だけでなく、フリーランスとして自ら動画・音楽・映像

などを発信する働き方が高校生にも浸透している。従来の団体での職業訓練に加えて、そ

のような新しい働き方に必要な技術を通じ、どのように職務経験を積ませるかが課題であ

る。新しいメディアとの産学連携についても整理が必要と考えている。 

 

■［鶴委員］ 

動画配信クリエイター学科と関わる中で、学生に動画制作の現場を見せる機会が重要だと

考えている。現在、企業のYouTubeチャンネル制作現場を案内しているが、学生のアサイ

ンにつながっていない。 

→［朝日事務局副部長］ 

現場に行く段階まで至っていないのが実情である。学科側のタイミング調整や学生管理に

手間がかかる点が要因となっている。ただし、提供いただいている機会は非常に重要と認

識しており、現場に参加できるよう前向きに検討していきたい。 

  

 



■［鶴委員］ 

自分自身、企業の SNS 発信や Web 発信など、情報発信業務を中心に行っている。SNS に

クリエイティブを発信する現場は数多く存在し、小規模な案件から、学生が関心を持つよ

うな大規模案件、著名アーティストのプロジェクトまで幅広い。どの範囲まで紹介してよ

いのか判断に迷う部分もあるため、今後具体的な扱いについて相談したい。 

→［森学校長］ 

各学科の担任が、従来の発表の場だけでなく、鶴委員が関わっているような新しい発信の

場についても理解を深める必要がある。今後は、従来型と新しいタイプの発表の場の比重

が半々になる可能性もあり、職員が研修を重ね、その魅力と可能性を学生へ適切に伝える

体制を強化したい。声優学科は活発に機会をご紹介いただいている。動画配信分野につい

ても、引き続き発展的な連携をお願いしたい。 

 

■［辻井委員］ 

エンタテインメント分野については門外漢ではあるが、学校としての取り組みという観点

で資料を拝見した。令和 5年度と比較すると、今年度は 4段階評価において「1」「2」がな

く、「3」も減少しており、項目全体を見ても改善が進んでいる印象を受け、非常に良い傾

向だと捉えている。 

 

②就職状況［岩本キャリアセンター課長］ 

学習成果と学生支援のうち、進路・就職に関する項目が対象となる。まず就職率は評価

「4」とした。課題として、現状の来場企業がゲーム関連やアニメ関連に偏っているため、

学校全体の就職率を向上させるには対象業界の幅を広げる必要があると考えている。今年

度は動画・配信クリエイター学科の 1 期生が卒業するため、撮影・編集スキルを生かせる

企業の開拓も進めており、ショート動画を専門に扱う広告系企業で同学科の学生が 1 名内

定を得ているほか、テレビ番組 AD 職でも 1 名が内定している。引き続き新学科の就職率

向上に取り組む方針である。また、卒業生・在校生の社会的活躍や評価に関しては、作品

リリースや出演情報から活躍状況を把握しているものの、定量的・定性的な評価体制が整

っていないため「3」とした。卒業生のキャリア形成に対する教育効果についても同様に

「3」であり、協力企業との情報交換により就業状況は把握しているものの、教育内容が



キャリア形成にどのような効果を与えているかを示す評価体制が未整備である。これらの

課題解決に向け、アンケート等による追跡調査を実施する予定であり、来年度に第三者評

価を受ける計画があることから、卒業生や就職先企業の評価をエビデンスとして収集し、

定量・定性的な評価が可能な体制を整えていく。 

進路・就職状況については評価「4」とした。学生のニーズが多様化し、エリア限定職や

副業可、リモートワーク可といった求人への相談が増えている。また、今後は留学生を積

極採用する企業との関係構築も必要と考えている。留学生も日本人学生と同様に第一志望

の業界に絞って活動する傾向があるが、第一志望が叶わなかった場合の選択肢として、帰

国、クリエイティブ業界以外の職への就職、特定技能の取得などをこちらから示しながら

就職に結びつける支援が必要であると考えている。 

 

【質疑応答・評価・意見】  

■［藤井委員］ 

採用イベントやクリエイター面接への参加には非常に助けられている。他学科にも優秀な

学生が多く、就職状況もしっかりしている印象がある。留学生の採用については、弊社に

も多くエントリーがあるが、面接時の日本語力の点で、どうしても日本人と比較してしま

い、そこでハードルが生まれてしまうと感じている。面接対策として練習やサポートを行

っているのか、さらに取り組んでいることがあれば伺いたい。 

→［岩本キャリアセンター課長］ 

2 年生については 1 期生ということもあり、入学段階で日本語能力が高い学生が選抜され

ている。日本語力は、口下手な日本人と同程度には話せるレベルであり、大きな課題感は

持っていない。ただし、学生数が増えると、敬語・謙譲語・尊敬語といった基本的な言葉

遣いについては、キャリアセンターとして一定の指導が必要になると考えている。 

→［藤井委員］ 

面接時に、口下手でもしっかり話してもらえれば、こちらに伝わる内容が増えると思うの

で、その点もぜひ意識して取り組んでほしい。 

 

■［小林委員］ 

漫画家や小説家を志望する学生に接する機会が多いが、企業説明会のようなガイダンスが、



個人で活動するタイプの学生向けには用意されていない。そうした領域を補強できる取り

組みがあればよいと感じている。就職という概念が明確な学科は取り組みやすいが、そう

でない学科は難しさがあると感じている。 

→［朝日事務局副部長］ 

学生の就職先は多様化しており、とくに動画関連分野は、業界として広がりがみられる。

選択肢は増えていると感じている。 

 

■［鶴委員］ 

動画を作れる・撮れる人材のニーズは増加している一方、制作会社や映像分野ではテレビ

業界の縮小もあり、企業体力が弱まり、正社員として雇うよりもフリーランスをスポット

で活用するケースが増えている。就職とは異なる形が増えている現状がある。また、多く

の企業が「SNS 運用を始めたい」「自社紹介動画を内製したい」と考えているが、動画制

作や SNS 発信ができる人材が不足している。動画制作においては、撮影や編集といった技

術だけでなく、企画立案やディレクションを含めたレイヤーまで対応できる人材であれば、

企業の広報担当・SNS 担当としての需要が非常に高いと感じている。 

 

■［益満委員］ 

鶴委員の話に関連して、当社でも、寮紹介の動画制作はまさにフリーランスに依頼するこ

とが多い。また、ホテル部門に就職する学生について話を聞くと、クリエイティブ系を学

んできた学生が、間口の狭い業界を避けて全く別ホテル業に進むケースも見られる。まず

はどこかに所属して収入を得ながら、個人でデビューを目指せる時代でもあり、当社も副

業を認めているため、半分趣味として創作活動を続け、改めてクリエイティブ分野を目指

すため退職する人もいる。ホテルはシフト制で時間の融通が利き、自分のやりたいことを

学び直す余地があるため、そうした選択をする人が毎年いると人事から聞いている。就職

先として一度まったく異なる業界を案内することも、広い意味で「就職を成立させる」選

択肢になり得ると感じている。 

 

■［益満委員］ 

動画制作スキルを持つ人材は一定数おり、広報部門などへ配置転換して活躍する可能性も



ある。一般企業における動画制作人材のニーズは非常に高いと感じている。 

 

③学生支援［飯間学生課課長］   

学生支援のうち経済支援について、優秀な志願者や在校生が経済的理由で進路や夢を諦め

ないよう、可能な限りの情報提供と寄り添った相談対応を行うことを目標としている。現

状として、授業料の一部減免を受けられる複数の入学制度を設けているほか、在校生には

日本学生支援機構の奨学金や高等教育の修学支援新制度について広く周知している。ただ

し課題として、支援制度は自動的に受けられるものではなく、学生自身が手続きを踏み出

さなければならない点が大きい。担任と連携し繰り返し周知しても、期限ぎりぎりまで動

けない学生が一定数発生し、一人にかかる対応負担が増大している現状がある。 

留学生数が年々増加している一方、これまで留学生向けの経済支援は用意されておらず、

全員が満額で学費を負担している状況だった。次年度からは日本語能力試験 N1・N2 取得

者など優秀な留学生を対象に初年度の減免制度を導入する予定で、これをきっかけにより

優秀な留学生の受け入れにつなげたいと考えている。また、留学生独自の奨学金にはまだ

十分取り組めていないため、今後開拓を進めたいと考えている。 

 

【質疑応答・評価・意見】  

■［益満委員］ 

経済的支援に関連して、学校としてアルバイトに関する相談を受ける体制があるのか。ま

た、信頼できる企業を紹介する仕組みがあるか。住まいの相談を受ける際、保護者から

「学生はどこでアルバイトを見つけているのか」と尋ねられることがある。過去には闇バ

イトなどが問題になったこともあったが、その点を心配している保護者も多い。 

→［岩本キャリアセンター課長］ 

学校として積極的にアルバイトを紹介する仕組みはあまりなく、アルバイトは基本的に学

生本人に任せている状況である。本校の学生は課題量が多く、声優学科であれば舞台稽古

や、その他の学科では制作作業が多いため、一般の大学生・専門学生に比べてアルバイト

に割ける時間が少ない。平日は学業が中心で、アルバイトができても 1 日 3 時間程度で、

土日にまとめて働くケースが多い。 

→［飯間学生課課長］ 



新聞奨学生制度を利用し、朝に新聞配達をしてから登校する学生が少数ながら存在する。 

 

④学生の受け入れ募集等［朝日事務局副部長］ 

特殊な分野、進路を取り扱っているため、まず誤解ように慎重かつ、高校生が業界を魅力

的に感じられるよう、定期的な職業体験やオープンキャンパスでのプログラム提供を継続

している。さらに、高校等での進路ガイダンスの機会を活用し、業界の入口部分を中心に、

信頼できる情報提供を行っている。資格が明確な業界と異なり、ゲーム・アニメ・出版な

どは保護者が将来性や収入面に不安を抱きやすい領域であるため、事実に基づいた説明に

努めている。この点は一定程度実現できていると考えている。一方、充足率については

年々難しさが増している。本校は声優学科の定員が大きく、志願者数の増減が学校全体の

充足率に大きく影響する。加えて、特にゲーム分野では競合校や大学の新設学部の影響も

強く、逆風が続いている。それでも、2 年制として専門性を重視した教育を行っているこ

ともあり、志の高い志願者の受け入れは一定程度達成できていると判断し、「4」としてい

る。今後は発信量や内容の見せ方の工夫など、広報的な部分の改善も必要と考えており、

中高生のニーズを踏まえた宣伝活動を強化していく。 

また、すでに各担当者からも報告のあった留学生の受け入れについて、令和 7 年度は新た

に 7 名を受け入れた。現在、生活面に課題のある学生が 1 名いるものの、概ね順調に学業

に努めている。受け入れ体制については専任職員がいないため、各部署が兼任で対応して

いる状況であり、教務部では日々の学生指導や生活面のケアを行いながら運用方法を模索

している。事務方でもビザ申請業務など専門的な部分について手探りで進めており、外部

の助言を得ながら対応している。 

短中期計画としては、2027 年 4 月を目標に認定日本語教育機関を設置し、より広く意欲あ

る留学生を受け入れる体制を構築する方針。この教育機関は既存の専門学校への進学を前

提としており、日本語能力が N4 相当で現行の学科にはまだ進学できない層を受け入れ、1

年から 1 年半の教育期間を経て、アニメ・ゲーム系学科へ進学させる流れを想定している。

専任職員や事務体制の強化をおこない、今後さらに拡大して取り組む方向で進めている。 

 

【質疑応答・評価・意見】  

 ■［藤井委員］ 



入学した留学生がどの学科に在籍しているのかを伺いたい。 

→［朝日事務局副部長］ 

今年度はゲームクリエイター学科 1 名、ゲーム・アニメ 3DCG 学科 2 名、キャラクターデ

ザイン学科 1 名、アニメーション学科 1 名、声優学科 1 名、動画配信クリエイター学科 1

名が在籍している。 

 

■［藤井委員］ 

日本の文化に触れたいという理由で入学する学生が多いのか。 

→［朝日事務局副部長］ 

エンタテインメント分野特有だと思うが、日本のエンタメ作品をきっかけに言語を覚えた

という学生が圧倒的に多い。資格としては N2 レベルを取得している者が多いが、会話能

力には個人差がある。需要は依然として高いが、誰でも受け入れるわけではなく、エンタ

メ業界の最前線に人材を送り出すという本校の方針に合致するレベルの学生を受け入れる

ことが前提になる。選考基準は今後も維持し、優秀な人材の受け入れを進めていく。 

 

■［赤松委員］ 

声優学科 2 年生のインド出身の学生は、実際にオーディションを受ける段階にあるのか。 

→［中島教務部長］ 

本人は声優への強い志を持っており、これからオーディションに向けて進んでいく。日本

語の会話能力は高いが、日常会話と芝居としての言語表現には差があるため、さらにブラ

ッシュアップが必要になる。 

 

■［朝日事務局副部長］ 

声優業界では外国籍の方の活躍は増えているのか。外国籍の方と現場で共演する機会はあ

るのか。 

→［山光委員］ 

活躍している方は技術面だけでなくコミュニケーション能力にも優れており、それが強み

になっている。今後も多様な人材が必要になると感じている。 

純粋な外国籍の方との共演経験はないが、ハーフの方や海外で長く生活していた方は身近



にいる。英語案件のナレーションなどは対応できる人材が少ないため、非常に重宝されて

いる。 

→［朝日事務局副部長］ 

今後、留学生受け入れを強化していく方針であり、声優分野でも問い合わせが増えている。

委員会に限らず、また相談させていただくことがあると思うので、その際は協力をお願い

したい。 

 

以上 
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令和 8年 2月 12日 

学校関係者評価委員会 

 
学校法人吉田学園 大阪アミューズメントメディア専門学校 

令和 7 年度 第 2 回学校関係者評価委員会報告書 
 

学校法人吉田学園の学校関係者評価実施規程に基づき、大阪アミューズメントメディア専

門学校 学校関係者評価委員会を実施いたしましたので、次の通りご報告いたします。 

 

実施日時：令和 8年 2 月 12 日（木）17：30－19：00 

 

実施場所：大阪アミューズメントメディア専門学校 6 階ライブラリー 

 
評価委員：赤松 加枝子 大阪放送株式会社 コンテンツプランニング本部  

プランニング部長 
辻井 安喜   学校法人浪工学園 星翔高等学校 常務理事・校長 
益満 俊彦 株式会社共立メンテナンス 寮事業本部 関西支店 支店長 
藤井 美樹 株式会社ヒューリアート 管理本部 
鶴 圭太 ジャパントータルエンターテインメント株式会社 取締役 
小林 俊一 株式会社アミューズメントメディア総合学院 AMG 出版  

出版プロデューサー 

 
学校職員：森 憲司 大阪アミューズメントメディア専門学校 学校長 

下間 正巳 大阪アミューズメントメディア専門学校 副校長 
中島 正貴 大阪アミューズメントメディア専門学校 教務部長 
朝日 庸平 大阪アミューズメントメディア専門学校 事務局 副部長 
飯間 陽子 大阪アミューズメントメディア専門学校 学生課 課長 
岩本 真穂 大阪アミューズメントメディア専門学校 キャリアセンター 課長 
 

議事進行：朝日庸平 

 

 



次  第：（１）令和 7 年度 重点目標に対する評価と令和 8年度重点目標 

①教育活動等   ［中島教務部長］ 

②就職状況   ［岩本キャリアセンター課長］ 

③学生支援   ［飯間学生課課長］ 

④学生の受け入れ募集等  ［朝日事務局副部長］ 
（２）令和 8年度学校運営について 

 

（１）令和 7年度 重点目標に対する評価と令和 8年度重点目標 

 

1．令和 7年度第１回学校関係者評価会議の内容を踏まえ、令和 7年 4月 1日から令和 8年

1 月 31 日までの振り返りと、令和 8 年度重点目標の報告がなされた。 

 

2．ご挨拶 

■［朝日事務局副部長］ 

本日は、大阪アミューズメントメディア専門学校 令和 7 年度 第 2回学校関係者評価委員会

にご参加いただき、誠にありがとうございます。これより開会させていただきます。本日

の会議は進行次第に沿って進めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。ま

ずは開会に先立ちまして、学校長よりご挨拶を申し上げます。本日もどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

■［森学校長］ 

学生募集の状況につきましては、爆発的な伸びとは言えないものの、全体としては例年並

みに推移しており、概ね順調に進んでおります。一方で、出版系のマンガ、ノベルス分野

においてはやや低調な傾向が見られ、分野による差も生じております。また、出願後に経

済的な理由により進学を断念されるケースが例年よりもやや増加しているほか、進級率に

ついても学科ごとに差はあるものの、全体としてはやや低調な傾向が見られます。その背

景には、通信制から進学された学生が通学環境に適応しきれないケースや、経済的事情に

より継続が困難となるケースが含まれており、今後に向けた重要な課題であると認識して

おります。これらに対応するためにも、カリキュラムの見直しを含めた改善が必要である

と考えております。一方で、海外からの志ある留学生は引き続き増加しており、その期待



に応えるべく、日本語学科の設立に向けた準備を進めております。今後もこうした課題と

向き合いながら、引き続き学校運営に取り組んでまいります。本日も皆様からの忌憚のな

いご意見を賜りますようお願い申し上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

① 教育活動等［下間教務部長］  

■令和 8年度改正学校教育法の施行に向けた教育制度の整備 

令和 8 年度の学校教育法改正に対応するため、本校では教育制度の整備を進めている。従

来は卒業要件として 1700 時間以上および 62 単位の取得を条件としていたが、法改正に伴

い 1600 時間以上 62 単位へと見直しを行い、学修時間に一定の余裕を持たせた教育課程へ

と移行した。これにより、従来の教育内容の水準を維持しつつ、より柔軟な学びが可能な

体制を整えた。また、学年制を基盤としながらも単位制への移行を見据えた運用を進めて

おり、シラバスについても学生の自律的な学修を促す内容へと再構築を図った。具体的に

は、確保された時間を活用し、学習の遅れの補完や、学生の興味・関心に応じた学びの深

化に充てることで、自発性および専門性の向上を図っているさらに、大学編入に関しても、

改正法に基づく 62単位の要件を満たすことで、より円滑な進学が可能となる体制を維持し

ている。今後は、実際の運用を通じて課題を検証しながら、教育課程の最適化を継続的に

進めていく方針である。 

 

■留学生への教育環境の整備 

留学生の受け入れ拡大に伴い、本校では教育環境および支援体制の強化を進めている。今

年度は日本語学科の設立準備にあわせ、日本語教育の専門資格を有するスタッフを配置し、

より専門的かつきめ細やかな支援体制を構築した。具体的には、学習面のみならず生活面、

就職活動、ビザ手続きに至るまで包括的な支援を実施しており、定期的な面談を通じて

個々の状況に応じた対応を行っている。また、留学生同士の孤立を防ぐため、交流懇親会

の実施やヒアリング機会の創出など、コミュニティ形成の支援にも取り組んでいる。経済

的支援としては、各種奨学金制度の案内および推薦を実施し、学業継続のための環境整備

を図っている。さらに、卒業後の進路確保に向け、アニメ・ゲーム・出版業界等へのヒア

リングを実施した結果、技術職分野においては留学生の採用ニーズが高いことが確認され

た。一方で、声優等のデビュー系分野においては在留資格の取得が課題となるケースがあ



り、就職活動との並行が必要となっている。今後は、現在一部の担当者に依存している支

援体制を学校全体として体系化するとともに、交流機会の拡充および進路支援のさらなる

強化を図る方針である。 

 

■学生のメンタルケアの制度整備 

学生の中途退学防止および学修継続支援を目的として、本校ではメンタルケア体制の整備

を進めている。従来は問題が顕在化した後の対応が中心であったが、今年度の取り組みを

通じて、事後対応のみでは十分な効果が得られないことが明らかとなった。このため、現

在は問題の未然防止および早期対応を重視した体制へと転換を図っている。具体的には、

保健衛生課を中心とした支援体制のもと、担任と専門アドバイザーが連携し、学生の小さ

な変化を早期に把握する仕組みを構築している。また、学生生活向上委員会を設置し、学

生の声を直接収集することで、これまで把握が難しかった課題の可視化を進めている。さ

らに、問題が生じる前段階での介入を強化するため、面談の早期実施やクラス単位でのワ

ーク導入を行い、学生自身が課題解決力を身につけられるよう支援している。加えて、こ

れらの事例を教職員研修へと還元することで、指導力および対応力の向上にもつなげてい

る。今後これらの取り組みを体系化し、学生が自ら支援制度を活用できる環境づくりを進

め、より実効性の高いメンタルケア体制の確立を目指していく。 

 

■令和 8年度 重点目標 

令和 8 年度に向けては、これまでの取り組みを踏まえ、各施策の定着と高度化を図ること

を基本方針とする。第一に、改正学校教育法への完全準拠に向け、教務細則および教育体

制の最終整備を行い、専門学校としての教育の質の担保を図る。第二に、留学生の受け入

れ拡大を見据え、日本語学科の運用を含めた教育環境の充実を図り、学習・生活・進路支

援を一体的に推進する。第三に、メンタルケア体制については、これまで整備してきた支

援制度を学生に広く浸透させるとともに、学生自身が主体的に活用できる仕組みへと発展

させる。以上の取り組みを通じて、教育の質向上と学生支援の強化を両立し、より実効性

の高い学校運営を目指していく。 

 

【質疑応答・評価・意見】  



■［辻井委員］ 

留学生の受け入れについて、どのような形で入学してくるのか。エージェントや協力機関

を通じているのか、あるいは日本語学校からの進学が多いのか。また、専門的なカリキュ

ラムを履修するうえで、日本語能力はどの程度必要であり、その点はどのように担保して

いるのか。 

→［朝日事務局副部長］ 

留学生については、国内の日本語学校に在籍している学生が受験し進学するケースが大半

である。進学にあたっては、日本語能力試験 N2 相当の能力が目安とされており、本校に

おいてもそれに準じた基準で選考している。また、独自の日本語試験の実施や、各学科に

おける面談を通じて志望度や適性を確認している。 

→［辻井委員］ 

留学生向けの特別なカリキュラムがあるのか。それとも日本人学生と同じ内容を履修する

のか。 

→［朝日事務局副部長］ 

基本的には日本人学生と同様のカリキュラムを履修する形となっている。  

 

■［辻井委員］ 

保健衛生課を立ち上げてサポートを行っているとの説明があったが、高校では教育相談室

を設置し、臨床心理士等の資格を持つカウンセラーや専門性を持った教員が対応している

ケースが多い。御校ではそのような専門人材は配置されているのか。また、「人権擁護士」

という立場について、資格やライセンスにあたるものなのか。 

→［下間副校長］ 

資格ではあるが、いわゆるカウンセラーとは異なる立場である。長年、高校等で学生相談

に携わってきた経験を持つ方であり、大阪専門学校各種学校連合会（大専各）において研

修等を担当している人物である。必ずしもメンタルケアに特化したものではなく、家庭環

境や経済状況など幅広い相談を受け、必要に応じて医療機関等へつなぐ役割を担っている。 

→［辻井委員］ 

その方は常駐されているのか。 

 



→［下間副校長］ 

週 2 回、来校いただく時間を設けており、学生が予約をすることで面談を受けられる体制

としている。 

→［森学校長］ 

学生が直接相談する場合もあれば、担任から相談を行う場合もある。 

→［辻井委員］ 

その方と教職員との間で、情報共有の場は設けられているのか。 

→［中島教務部長］ 

学生面談後には状況共有を行っているほか、対応内容や必要な支援を記録したカルテを作

成し、情報共有を行っている。 

→［下間副校長］ 

ケースが蓄積してきた段階で、研修という形で教職員全体へ共有を行っている。具体的に

は、「このケースではこう対応した」といったケーススタディを共有し、そこから得られ

た知見を今後の対応へ活かしている。 

→［森学校長］ 

大専各へ相談した際に紹介を受けたのが梶山氏であり、現在の体制につながっている。 

 

 

② 就職状況［岩本キャリアセンター課長］ 

■令和 8年度改正学校教育法の施行に向けた教育制度の整備 

従来は卒業要件を 1700 時間以上および 62 単位としていたが、法改正に伴い 1600 時間以

上・62 単位へと見直しを行い、学修時間に一定の余裕を持たせた教育課程へ移行した。こ

れにより、教育内容の水準を維持しつつ、柔軟な学びが可能な体制を整えた。また、学年

制を基盤としながら単位制への移行を見据えた運用を進め、シラバスについても学生の自

律的な学修を促す内容へと再構築を図った。確保された時間を活用し、学習の遅れの補完

や学生の興味・関心に応じた学びの深化に充てることで、自発性および専門性の向上を図

った。大学編入に関しても、62 単位要件を満たす教育課程を維持することで、円滑な進学

が可能な体制を確保した。今後は、実運用を通じて課題を検証しながら、教育課程の最適

化を継続的に進めていく方針である。 



 

■留学生への教育環境の整備 

今年度は日本語学科の設立準備にあわせ、日本語教育の専門資格を有するスタッフを配置

し、より専門的かつきめ細やかな支援体制を構築した。具体的には、学習面に加え、生活

面、就職活動、在留資格手続きに至るまで包括的な支援を実施し、定期的な面談を通じて

個別対応を行った。また、留学生同士の孤立を防ぐため、交流懇親会の実施やヒアリング

機会の創出など、コミュニティ形成の支援にも取り組んだ。経済的支援としては、各種奨

学金制度の案内および推薦を行い、学業継続を支援した。さらに、卒業後の進路確保に向

け、アニメ・ゲーム・出版業界等へのヒアリングを実施した結果、技術職分野においては

留学生の採用ニーズが高いことが確認された。一方で、声優等のデビュー系分野では在留

資格の取得に課題があり、就職活動との並行が必要である。また、キャリアセンターから

は、留学生向けに日本のビジネスマナーや敬語等を学べる教材を配布するとともに、日本

人学生以上に面談回数を増やすなど、きめ細やかな就職支援を行ってきたことが報告され

た。現時点で就職先が決定している留学生はいないものの、卒業後は在留資格を特定活動

へ切り替え、日本国内で継続して就職活動を行う予定であり、学校としても卒業後の支援

を継続していく方針である。専門学校卒業者の就労ビザ取得においては、学習内容と職務

内容との関連性が大学卒業者以上に厳格に審査される傾向があるとの説明があり、一般就

職への方向転換が難しいケースもあることから、教職員向けガイドラインを整備し、早期

の進路決定支援を進めていく必要がある。 

 

■学生のメンタルケアの制度整備 

学生の中途退学防止および学修継続支援を目的として、メンタルケア体制の整備を進めた。

従来は問題発生後の対応が中心であったが、その方法では十分な効果が得られないケース

があることが確認されたため、未然防止および早期対応を重視した体制へと転換を図った。 

具体的には、保健衛生課を中心とした支援体制のもと、担任と専門アドバイザーが連携し、

学生の変化を早期に把握する仕組みを構築した。また、学生生活向上委員会を設置し、学

生の声を直接収集することで、潜在的な課題の把握を進めた。さらに、問題が深刻化する

前段階での介入を強化するため、面談の早期実施やクラス単位でのワークを導入し、学生

自身が課題解決力を身につけられるよう支援を行った。加えて、これらの事例を教職員研



修へ還元することで、対応力の向上にもつなげた。 

 

■令和 8年度 重点目標 

動画・配信クリエイター学科については、第 1 期生の卒業実績を踏まえ、引き続き関連分

野の企業開拓を進める方針が示された。関西圏の広告・映像制作分野を中心に求人開拓を

継続するとともに、大学生や美術大学生との競合を踏まえ、ポートフォリオ制作指導の強

化を行う。留学生支援については、日本語学科の設立を見据え、教育・生活・就職支援を

一体化した支援体制の強化を継続していく方針が示された。加えて、留学生向け就職指導

体制の整備を重点目標とし、就労ビザ制度への理解を含めた進路指導を早期から実施する。

また、学生メンタルケアについては、現在構築している支援制度を学生へさらに浸透させ

るとともに、学生自身が主体的に活用できる仕組みづくりを進めていく必要があるとの説

明があった。さらに、学修成果の可視化に向けた取り組みとして、卒業生および就職先企

業への意見聴取機会の設定を進める方針が示された。今年度は実施に至らなかったものの、

令和 9 年 4 月に予定されている第三者評価機関の審査を見据え、令和 8 年度を準備期間と

して取り組みを進める。 

 

【質疑応答・評価・意見】  

■［藤井委員］ 

コンテンツ業界については、企業からも今年・来年は厳しいという話を聞いている。留学

生も含め、早期に他業界への就職も検討できるよう促してもらえるのはありがたい。留学

生はどのような分野への就職を希望しているか。 

→［岩本キャリアセンター課長］ 

基本的には日本人学生と同様に、ゲーム系学科はゲーム業界、デザイン系学科はデザイン

業界を目指している。キャリアセンターでは、留学生を積極採用している企業情報を収集

しており、中国・韓国向けのゲーム開発やローカライズ・翻訳人材を求める企業へ積極的

にエントリーを促している。 

 

■［赤松委員］ 

留学生への支援体制を整えている点は素晴らしいと感じた。ビザの関係で、デビュー系は



別の仕事にも就く必要があるという説明があったが、具体的にはどういうことか。 

→［中島教務部長］ 

声優分野では、今年度 2 年生の留学生 1 名がプロダクションから合格を得ている。ただし、

声優として活動するためのビザは事務所から出ないため、現在は就職活動にも取り組んで

いる。 

 

■［鶴委員］ 

動画分野では、SNS 関連を中心に人材不足がある。特に必要とされているのは、単に撮影

や編集ができる人材ではなく、企業の要望をもとに企画を立て、制作全体を進行できるデ

ィレクター層である。企画力や台本作成力、制作全体を担える力を示せると、企業への訴

求力が高まるのではないか。 

→［岩本キャリアセンター課長］ 

正社員として採用される場合、単なる編集者や作業者ではなく、ディレクター的な役割が

求められる。一方で、学生は在宅で編集作業を行うようなイメージに憧れて入学すること

も多いため、2 年間で視野を広げていくことが課題である。 

 

■［鶴委員］ 

現在は動画編集を学べる環境が増えており、一定のクオリティの作品は誰でも作りやすく

なっている。そのため、作品の完成度だけでなく、企画や台本、制作全体を担えることを

示す方が魅力的ではないか。 

→［森学校長］ 

各学科では表現手段を学んでいるが、何を作るのか、何を発信するのかという部分で止ま

ってしまう学生が多い。そのため、マンガ、ノベルス、動画配信、ゲーム企画など、企画

を必要とする学科を横断した企画授業を来期実施する準備をしている。新しい表現やデビ

ューの形を探ることで、就職や進路の可能性にもつなげていきたい。 

 

■［辻井委員］ 

学科によって就職決定率の差が大きいように感じる。6 割台の学科があると、保護者や高

校生から見ると、専門学校に進学しても就職できないのではないかという印象につながる



のではないか。 

→［岩本キャリアセンター課長］ 

学科によって就職に対する考え方や志望先が異なる。ノベルス文芸学科では、一般職に就

職しながら創作活動を続ける学生も多く、早い段階から一般就職を促している。一方で、

ゲーム系やデザイン系の学科では、クリエイティブ業界への志望が強く、業界の採用状況

が厳しいこともあり、就職率に影響が出ている。今後は IT業界や接客サービス業なども含

めて支援を進めていく。 

 

■［小林委員］ 

マンガイラスト学科などは、そもそも就職希望者が少ないのではないか。マンガやノベル

ス文芸学科では、就職希望者はどの程度いるのか。 

→［岩本キャリアセンター課長］ 

マンガイラスト学科は、就職を前提に入学している学生が少なく、漫画家を目指す意志が

強い学生が多い。保護者にもその点を説明したうえで進路を考えている学生が多い。 

 

■［小林委員］ 

今年のノベルス文芸学科は就職希望者が多いように感じるが、何か傾向があるのか。 

→［岩本キャリアセンター課長］ 

年度によって学生の気質や志向に差がある。今年は比較的、早めに就職を決めたい学生が

多い。また、最近は会社員として働きながら執筆し、文学賞を受賞する作家もいるため、

就職後も小説を書き続けられるというイメージがしやすくなっているのではないかと考え

ている。 

→［小林委員］ 

小説については、働きながら書き続ける姿が想像しやすくなっているのかもしれない。一

方で、漫画については仕事をしながら連載するイメージが少なく、学生にとって想像しに

くくなっていると思われる。 

 

 

 



③ 学生支援［飯間学生課課長］ 

■修学支援新制度の周知と適切な運営 

前年度から引き続き、奨学生の管理サイト、学校ホームページ、学内掲示板など、さまざ

まな方法を用いて学生および保護者への周知に努めてきた。制度の利用者や利用額は年々

増加しており、学生が経済的な面で修学を継続するためには、必要不可欠な制度になって

きている。一方で、制度を利用する学生が増え、さまざまな特性を持つ学生も多くなって

いる中で、適切な手続きを踏まないまま不登校に至ってしまったケースが発生したことは

反省点であった。次年度に向けては、教務部門との指導体制の連携を一層強化し、不手際

が起こる前に防止できるよう、学内規定の整理を進める。 

 

■防災対策と施設の安全・美化の促進 

防災対策と施設の安全・美化については、学生が安全に学べるよう、日々の法定点検を継

続して実施してきた。防災対策として、備蓄物資の保管場所については整備したものの、

今年度はそこまでにとどまった。今後は、学校防災マニュアルの整備を次年度に引き続き

課題とし作成を進めていく。 

 

■留学生入学や支援制度の拡充 

留学生支援については、留学生数が少しずつ年々増加している。現在在籍している留学生

は 11 名であり、2026 年度募集については 18 名の出願があり、約 10 名程度の入学を見込

んでいる。また、学内での学生交流会の開催や、留学生向け情報の発信、共立奨学財団が

実施する奨学金への初めての応募など、取り入れられるものを少しずつ取り入れながら、

支援体制の向上を図ってきた。今後は、留学生支援に関する専門部門ができたことを踏ま

え、職員の知識や経験を蓄積し、より優秀な留学生を受け入れられるよう体制を整えてい

けるよう取り組みを進めていく。 

 

■令和 8年度 重点目標 

令和 8 年度の重点目標については、今年度の目標を継続する形とした。学生支援は非常に

重要な部分であり、これで完成というものではないため、今後も修学支援新制度の適切な

運営、防災体制の整備、留学生支援制度の拡充について、継続して向上に努めていく。 



【質疑応答・評価・意見】  

■［益満委員］ 

学生の経済支援の一つとして、学校でアルバイト紹介を行っているか伺いたい。現在は時

給も高く、生活費のために多くの学生がアルバイトをしている一方で、危険なアルバイト

もあるため、学生が慎重になるケースもある。学校として、取引のある企業などでアルバ

イト募集を紹介できれば、経済支援につながるのではないか。 

→［飯間学生課課長］ 

現状では、特定の企業等と取り決めを行い、学生にアルバイトを紹介しているということ

はない。ただ、そうした声掛けをいただけるのであれば、大変ありがたい。 

 

■［益満委員］ 

留学生の受け入れについて、大阪市内の日本語学校では、各専門学校が募集活動を行って

いるケースも多い。ガイダンスやエージェントの活用も有効だが、日本語学校へ直接営業

することも、優秀な留学生の獲得につながるのではないか。 

→［朝日事務局副部長］ 

留学生募集については、在校生の出身校を中心に日本語学校への訪問を適宜行い、友好関

係を築けるよう活動している。今後もその取り組みをさらに強めていきたい。 

 

■［赤松委員］ 

防災について、簡単な内容でもよいので、学生・教員・職員が同じ内容を共有できる形に

しておくことが大切だと感じる。学生は毎年入れ替わるため、常に更新しながら共有して

いく必要がある。 

 

 

④ 学生の受け入れ募集等［朝日事務局副部長］ 

■定員充足率 85 

学生募集については、重点目標として定員充足率 85％を目指して取り組んできた。1 学年

の総収容人数 480 名に対し、1 月 30 日時点では 344 名にとどまり、充足率は 71％となっ

た。本校は 9 学科・9 分野を有しているため、分野ごとの流行やトレンドの影響を大きく



受ける。今年度は、動画・配信クリエイター学科、ノベルス文芸学科、声優学科で若干の

減少傾向が見られた。一方で、アニメーション分野やイラスト・デザイン分野は引き続き

上昇傾向にあり、アニメーション学科については昨年末時点で募集定員に達し、募集を締

め切った。高校生にとって、アニメーションはエンタテインメント業界を知る入り口とし

て関心が高く、その影響の大きさを感じる 1 年となった。募集状況としては苦戦している

面もあるが、受験者の需要や分野ごとの関心の変化に柔軟に対応しながら、適切な受け入

れを行っていく。 

 

■留学生入学者数 10 名 

留学生については、入学者 10 名を目標として募集活動を行った。出願数は 18 名であり、

選考の結果、既に 7名が合格、4名が不合格、1名が辞退となった。辞退者については、中

国からの出願者であり、日中の国際情勢の影響により、この時期の留学を控えるとの連絡

があった。その後、2月 8日に留学生試験を実施し、6名の受験予定者のうち 1名が辞退、

5名が受験し、4名が合格となった。これにより、既合格者 7名と合わせて、入学予定者は

11 名となり、当初目標の 10 名を上回る結果となった。留学生募集では、大阪を中心とし

た日本語学校への訪問、公的機関主催の留学フェア、日本語学校主催のガイダンスなどに

参加し、留学生需要への対応を進めてきた。留学生の需要は年々増加しているため、今後

も活動範囲を広げつつ、選考基準を下げることなく、明確な意思を持った人材を受け入れ

ていくこととした。 

 

■再進学者割合 20％ 

再進学者については、20％を数値目標として設定した。今年度より、再進学者向けの特別

奨学金制度を新たに設け、再進学者への経済的支援を行った。この制度の利用者は 54名に

上り、非常に高い利用率となった。再進学については、フリースクール時代から一定の需

要があり、今後も引き続きそのニーズに応えていくこととした。また、現在申請中の教育

訓練給付金制度とあわせて、次年度以降はさらに再進学者支援を強化していく。 

 

■令和 8年度重点目標 

令和 8 年度の学生募集に関しては、定員充足率 85％を継続目標とした。ただし、総収容人



数 480 名を基準とした目標設定の考え方については、今後検討の余地があると考えている。

留学生の受け入れについては、さらに体制を強化し、入学者数 20名を目指して取り組んで

いく。また、令和 9 年 4 月以降に向けて、日本語学科の設置準備を進めている。これは文

部科学省の認可を受けた認定日本語教育機関として設置するものであり、専門学校内の一

学科という位置づけではなく、同一建物内に別の日本語教育機関を設ける形となる。入学

時期は 4 月と 10 月の年 2 回を予定しており、まずは 2027 年 4 月生として 10 名の受け入

れを目指して準備を進めていく。 

 

【質疑応答・評価・意見】  

■［藤井委員］ 

動画配信クリエイター学科、ノベルス文芸学科、声優学科が減少傾向にあり、アニメーシ

ョン分野が増えているとの説明があったが、ゲーム分野の状況についても確認したい。 

→［下間副校長］ 

ゲーム系は昨年度から現時点で 20 名ほど増えており、着地ではさらに増える見込みであ

る。昨年度が悪かったこともあり、今年度は復調傾向にあるため、最後まで堅実に募集活

動を進めていきたい。 

→［森学校長］ 

ゲーム分野では 4 年制に移行している専門学校が多い中、関西圏で 2 年制のゲーム分野を

設置していることに一定の希少価値があり、需要はあると考えている。 

→［朝日事務局副部長］ 

ゲーム・アニメ 3DCG 学科は CG 学科への名称変更の影響もあり、復調している。映像系

への関心を持つ層も取り込めており、CG を入口として志願する学生は増えていると感じ

ている。 

 

■［辻井委員］ 

再進学者が 54名いるとのことだが、通常の学校ではあまり見られない数字である。卒業し

た分野とは異なる学科へリスキリングとして進学する方が多いのか、それとも同じ分野を

さらに学び直す方が多いのか。 

→［森学校長］ 



多くの再進学者は、高校卒業時に本当はこちらの分野を希望していたものの、保護者や高

校の先生の意向などで大学等に進学した後、やはり自分がやりたい分野に挑戦したいとい

う思いで進学している。 

 

■［鶴委員］ 

再進学者 54 名について、学科ごとの偏りはあるのか。 

→［朝日事務局副部長］ 

大きな偏りはあまりなく、多くの学科で 10〜20％程度に収まっている印象である。ただし、

ノベルスとゲームは比較的多い。ゲーム分野では、大学在学中や卒業後にゲーム業界への

就職を目指したもののうまくいかず、改めて専門学校で学び直してゲーム業界を目指すケ

ースが一定数ある。 

→［鶴委員］ 

技術を身につけるだけでなく、本当に行きたかった業界への就職の糸口や、コネクション

のようなものを求めている需要もあるということか。 

→［朝日事務局副部長］ 

業界への就職指導や、実務経験者である職員・講師から学べる点を期待して入学する方も

多い。 

 

■［辻井委員］ 

これだけ再進学者がいるということは、この専門学校ならもう一度挑戦できるという思い

を持っている方が多いのではないか。満足度や信頼感にもつながる部分だと感じる。また、

再進学者が多い点は、学校としてアピールできる部分ではないか。一般的な高校生向けの

専門学校というより、本格的な進路選択の場という印象につながると思う。 

 

→［朝日事務局副部長］ 

再進学者は一人ひとり背景が異なり、一律には扱えない。ただし傾向としては、以前から

やりたかった分野に挑戦したい方や、芸術系・情報系の大学等で周辺分野を学んだものの、

希望する就職に至らず、本校を選ぶ方が多い。全く異業種からの学び直しというより、何

らかの興味や接点があって進学するケースが基本である。 



 

 

（２）令和 8 年度学校運営について［森学校長］ 

■令和 8年度学校運営について 

令和 8 年度は、吉田学園にとって大きな意味を持つ年度となる。東京校では、東京アミュ

ーズメントメディア専門学校の認可申請を東京都へ提出した。東京都では、渋谷区での審

査を経た後、東京都での審査を受ける二段階審査となっており、渋谷区では専門学校の新

設が 15年ぶりとなることから、厳しい確認が入ることが想定された。認可が進めば、吉田

学園は東京・大阪の双方に専門学校を有する学校法人となる。 

今後の大きな課題として、東京校で培ってきた社会人スクールとしての特色あるカリキュ

ラムと、大阪校で専門学校向けに整備してきた 10年間の蓄積を組み合わせ、新しいカリキ

ュラムを構築していくことが挙げられた。その際、単にゲーム、アニメ、声優などの技術

を教えるだけではなく、AI をどのように教育の中で位置づけ、エンタテインメント制作の

新しい基準としてカリキュラムに落とし込むかが重要になるとされた。すでに教職員の中

で研究開発チームを立ち上げ、講師にもアンケートを行い、AI 教育に関する認識調査を始

めている。 

また、令和 8 年度は東京校の移行期にもあたる。現在のアミューズメントメディア総合学

院東京校は一旦終焉を迎え、恵比寿から代々木へ拠点を移していく予定である。専門学校

とフリースクールが同一ビルに同居できないというルールがあるため、東京では総合学院

としての一律募集を一旦停止し、声優学科のみ募集を継続するという特殊な運営となる。

あわせて、東京アミューズメントメディア専門学校の募集は認可後、高校 2 年生を対象に

開始する予定であり、複雑な移行期間となるため、下間副校長が東京へ異動し、その準備

にあたることとなった。 

大阪校では、日本語学科の設立準備を進めている。日本語学科は、文部科学省の認可を受

けた認定日本語教育機関として設置するものであり、専門学校の一学科というより、同一

建物内に別の日本語教育機関を設ける形となる。日本語学校については、今後、無認可校

の淘汰が進み、自社ビルを持ち、文部科学省の認可を受けた機関に限られていく流れがあ

ることから、認可を取得することは将来的に大きな価値を持つと考えられている。場合に

よっては、専門学校に匹敵する事業になる可能性もあるとして、引き続き知見を広げてい



く方針である。 

ゲームクリエイター学科については、現在の 2 年制に加え、4 年制の設置申請を進めてい

る。2年制には関西圏における一定の需要がある一方で、4年制や 3年制を選ぶ専門学校進

学者も多いことから、2 年制と 4 年制の両方を設けることで、多様な進路ニーズに対応し

ていく考えである。2年制に入学した後でも、必要に応じて 3年・4年課程へ移行できるよ

うな募集・教育体制も検討している。 

令和 8 年度は、東京と大阪、フリースクールと専門学校という異なる教育形態の中で、そ

れぞれ別々に発展してきたカリキュラムを統合し、AI の要素も取り入れながら、新しい

AMG の標準カリキュラムを作り上げていく年度になる。一方で、東京と大阪では学生の

気質や進学動機にも違いがある。東京には、エンタテインメント分野を学ぶなら東京へ行

くべきだと考える層が多く、社会人入学者も一定数存在してきた。しかし、専門学校化に

より社会人層が減少する可能性もあり、その分、高校生募集では既存の専門学校との競争

が厳しくなることが想定された。そのため、他校との差別化を図るためには、カリキュラ

ム、在校生、卒業生実績を含め、より一層教育水準を高める必要があるとした。 

加えて、吉田学園内に社会人教育の新たな枠組み、いわば専門学校の大学院のような形を

設けられないかという構想も進めている。これらの方向性について、令和 8 年度中に一定

の答えを出していくことが、吉田学園としての大きな動きになると考えている。 

以上 
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